
JP 6849613 B2 2021.3.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各バルブ(11)が開位置と閉位置との間で可動である油圧回路(10)のバルブ(11)を監視す
るための電子機器(12)であって、前記機器(12)は、
　それぞれのバルブ(11)にそれぞれが関連付けられており、かつその開位置とその閉位置
との間の前記バルブ(11)の位置の変化を検出するように構成された、位置を検出するため
の複数の電子デバイス(16)と、
　前記油圧回路(10)の前記バルブ(11)を監視するための電子装置(18)と、
　位置の変化を検出するための各デバイス(16)と前記電子装置(18)との間でのメッセージ
の無線送信のためのシステム(20)と
を備え、
　前記電子装置(18)は、無線送信のための前記システム(20)を介して、位置の変化を検出
するための前記デバイス(16)から受信されたメッセージからバルブ位置(11)の連続的な変
化のシーケンスを計算し、前記計算されたシーケンスを予め定義されたシーケンスと比較
し、かつ前記計算されたシーケンスと前記予め定義されたシーケンスとの間の前記比較に
基づいて信号を生成するように構成されており、
　前記計算されたシーケンスと、前記予め定義されたシーケンスとの間に差異が検出され
たとき、前記生成される信号は警告信号である、電子機器(12)。
【請求項２】
　前記生成される信号は、前記予め定義されたシーケンスに従って操作される次のバルブ
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(11)を示す操作信号である、請求項1に記載の機器(12)。
【請求項３】
　前記電子装置(18)は、前記生成される信号に対応するバルブ(11)を識別するようにさら
に構成された、請求項1または2に記載の機器(12)。
【請求項４】
　前記電子装置(18)は、無線送信のための前記システム(20)を介して、前記信号に対応す
る前記バルブ(11)に関連付けられた位置の変化を検出するための前記デバイス(16)に、前
記生成される信号を送信するようにさらに構成された、請求項3に記載の機器(12)。
【請求項５】
　前記機器(12)は、電子タブレット(24)をさらに備え、かつ前記電子装置(18)は、無線送
信のための前記システム(20)を介して前記電子タブレット(24)に前記生成される信号を送
信するようにさらに構成された、請求項3または4に記載の機器(12)。
【請求項６】
　前記機器(12)は、少なくとも1つのインジケータライトをさらに備え、各インジケータ
ライトは、対応するバルブ(11)に関連付けられており、かつ前記電子装置(18)は、前記生
成される信号に対応する前記バルブ(11)に関連付けられた前記インジケータライトに、無
線送信のための前記システム(20)を介して光信号の前記インジケータライトによる生成の
ための制御信号を送信するようにさらに構成された、請求項3から5のいずれか一項に記載
の機器(12)。
【請求項７】
　前記機器(12)は少なくとも1つの拡声器をさらに備え、各拡声器は対応するバルブ(11)
に関連付けられており、かつ前記電子装置(18)は、無線送信のための前記システム(20)を
介して、前記生成される信号に対応する前記バルブ(11)に関連付けられた前記拡声器に、
音声信号の前記拡声器による生成のための制御信号を送信するようにさらに構成された、
請求項3から6のいずれか一項に記載の機器(12)。
【請求項８】
　各バルブ(11)は、前記開位置と前記閉位置の間で回転軸(X)について回転可能であり、
かつ
　位置の変化を検出するための各デバイス(16)は、前記回転軸(X)について前記バルブ(11
)の角加速度を検出するように適合された加速度計(26)を備える、請求項1から7のいずれ
か一項に記載の機器(12)。
【請求項９】
　位置の変化を検出するための各デバイス(16)は、電力供給モジュール(28)と、前記加速
度計(26)によって検出された角加速度に応じて前記バルブ(11)の前記位置の変化を識別す
るように構成された計算モジュール(30)とをさらに備え、かつ
　前記電力供給モジュール(28)は、前記加速度計(26)による角加速度の検出時にのみ前記
計算モジュール(30)に電気的に電力を供給するように構成された、請求項8に記載の機器(
12)。
【請求項１０】
　無線送信のための前記システム(20)は、
　位置の変化を検出するための各デバイス(16)にそれぞれが関連付けられた複数の第1の
短距離無線通信モジュール(60)と、
　各第1の無線通信モジュール(60)と前記電子装置(18)との間のメッセージの無線再送信
のための少なくとも1つのデバイス(62)と
を備え、各再送信デバイス(62)は、
　　各第1の無線通信モジュール(60)と通信するように構成された第2の短距離無線通信モ
ジュール(68)と、
　　前記電子装置(18)と通信するように構成された第3の長距離無線通信モジュール(72)
と
を備える、請求項1から9のいずれか一項に記載の機器(12)。
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【請求項１１】
　少なくとも1つの再送信デバイス(62)は、光源の電力供給ネットワークを介したその電
力供給のためのベース形状の電気コネクタをさらに備える、請求項10に記載の機器(12)。
【請求項１２】
　各第3の長距離無線通信モジュール(72)は、1GHz未満の周波数で信号を送信および/また
は受信するように構成された、請求項10または11に記載の機器(12)。
【請求項１３】
　各第3の長距離無線通信モジュール(72)は、700MHzと1GHzの間の周波数で信号を送信お
よび/または受信するように構成された、請求項12に記載の機器(12)。
【請求項１４】
　各第3の長距離無線通信モジュール(72)は、870MHz±10％に等しい周波数で信号を送信
および/または受信するように構成された、請求項13に記載の機器(12)。
【請求項１５】
　複数のバルブ(11)と、前記バルブ(11)を監視するための機器(12)とを備えた油圧回路(1
0)であって、各バルブ(11)は、開位置と閉位置との間で可動であり、前記機器(12)は、請
求項1から14のいずれか一項に記載の機器(12)である、油圧回路(10)。
【請求項１６】
　各バルブ(11)が開位置と閉位置との間で可動である油圧回路(10)のバルブ(11)を監視す
るための方法であって、
　前記方法はコンピュータによって実施され、かつ
　位置の変化を検出するための電子デバイス(16)によって送信されたメッセージを取得す
るステップ(100)であって、位置の変化を検出するための各デバイス(16)は、それぞれの
バルブ(11)と関連付けられており、かつその開位置とその閉位置との間の前記バルブ(11)
の位置の変化を検出するように構成され、各メッセージは、前記対応するバルブ(11)の前
記位置に関する情報を含む、ステップ
を含み、
　前記取得されたメッセージからバルブ位置(11)の連続的な変更のシーケンスを計算する
ステップ(110)と、
　前記計算されたシーケンスを予め定義されたシーケンスと比較するステップ(120)と、
　前記計算されたシーケンスと前記予め定義されたシーケンスとの間の前記比較に応じて
信号を生成するステップ(130)と
をさらに含み、
　前記計算されたシーケンスと、前記予め定義されたシーケンスとの間に差異が検出され
たとき、前記生成される信号は警告信号である、方法。
【請求項１７】
　コンピュータによって実行されると、請求項1から16のいずれか一項に記載の監視方法
を実施するソフトウェア命令を含むコンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、各バルブが開位置と閉位置との間で可動である油圧回路のバルブを監視する
電子システムに関する。
【０００２】
　機器は、それぞれのバルブにそれぞれが関連付けられており、かつその開位置とその閉
位置との間のバルブの位置の変化を検出するように構成された、位置の変化を検出するた
めの複数の電子デバイスと、油圧回路バルブを監視するための電子装置と、位置の変化を
検出するための各検出デバイスと監視装置との間でメッセージを送信するための無線送信
システムとを備える。
【０００３】
　本発明はまた、複数のバルブを含む油圧回路およびそのようなバルブ監視機器に関する
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。
【０００４】
　本発明はまた、そのような油圧回路のバルブを監視する方法に関し、この方法はコンピ
ュータによって実施される。
【０００５】
　本発明はまた、コンピュータによって実行されると、そのような監視方法を実施するソ
フトウェア命令を含むコンピュータプログラム製品に関する。
【０００６】
　本発明は、好ましくは建物内部の閉鎖環境、特に原子炉建屋のような過酷な環境下にお
ける油圧回路の監視の分野に関する。
【背景技術】
【０００７】
　欧州特許第2 126 434号明細書には、前述のタイプの電子監視機器が開示されている。
この文書に記載されている監視機器は、安全バルブとも呼ばれる複数のバルブ制御デバイ
スと、バルブ制御デバイスからステータスメッセージを受信し、それらをイーサネット(
登録商標)通信を介してサーバに送信するための1つ以上のバルブデバイスリーダとを備え
る。各バルブ制御デバイスは、特に、対応するバルブの角度位置の変化が検出されたとき
に、バルブの角度位置を測定するためのセンサと、ステータスメッセージを1つ以上のバ
ルブデバイスリーダに送信するための短距離無線通信ユニットとを備える。各ステータス
メッセージは、バルブ制御デバイスの識別と共に、センサによって測定されたバルブの角
度位置を含む。
【０００８】
　監視機器はまた、短距離ステータスメッセージ通信を開始し、オペレータデバイスを介
してステータスメッセージを受信するために、選択されたバルブ制御デバイスが近くにあ
るときにそれをトリガするのにそれぞれが使用される1つ以上のポータブルオペレータデ
バイスを備える。
【０００９】
　しかしながら、そのような機器を使用して実施される油圧回路の監視は最適ではなく、
オペレータによるバルブ操作中にインシデントが起こりやすい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　従って、本発明の目的は、オペレータによるバルブ操作中のインシデントの危険性を制
限することによって油圧回路の監視を強化することを可能にしつつ、油圧回路のバルブを
監視するための機器および方法を提案することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　このために、本発明の目的は、各バルブが開位置と閉位置との間で可動である油圧回路
のバルブを監視するための電子機器であって、該機器は、
　それぞれのバルブにそれぞれが関連付けられており、かつその開位置とその閉位置との
間のバルブの位置の変化を検出するように構成された、位置を検出するための複数の電子
デバイスと、
　油圧回路のバルブを監視するための電子装置と、
　位置の変化を検出するための各デバイスと監視装置との間でのメッセージの無線送信シ
ステムと
を備え、
　監視装置は、無線送信システムを介して、位置の変化を検出するためのデバイスから受
信されたメッセージに基づいてバルブ位置の連続的な変化のシーケンスを計算し、計算さ
れたシーケンスを予め定義されたシーケンスと比較し、かつ計算されたシーケンスと予め
定義されたシーケンスとの間の比較に基づいて信号を生成するように構成されている。
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【００１２】
　次いで、監視装置は、位置の変化を検出するためのデバイスから受信したメッセージか
ら、すなわちバルブがオペレータによって操作されるときに、バルブ位置の連続的な変更
のシーケンスを計算し、計算されたシーケンスを予め定義された所望のシーケンスと比較
し、計算されたシーケンスと予め定義されたシーケンスとの間でされる比較から生じる信
号を生成することによってオペレータを支援することを可能にするように構成されている
。
【００１３】
　生成される信号は、例えば、警告信号または操作信号である。警告信号は、計算された
シーケンスと予め定義されたシーケンスとの間の差異を検出した場合に生成され、警告信
号を介してこのインシデントを知らされたオペレータに迅速にそれを修正することを可能
にする。操作信号は、予め定義された所望のシーケンスに従って操作されるべき次のバル
ブを示し、次いでオペレータは、開閉される次のバルブを知らされる。予め定義された所
望のシーケンスは、バルブアライメントまたは系統とも呼ばれる。
【００１４】
　本発明の他の有利な態様によれば、監視機器は、以下の特徴の1つ以上を、別個に、ま
たは技術的に実現可能な任意の組合せで含む：
　生成される信号は、計算されたシーケンスと予め定義されたシーケンスとの間に差異が
検出された場合の警告信号である；
　生成される信号は、予め定義されたシーケンスに従って操作される次のバルブを示す操
作信号である；
　監視装置は、生成される信号に対応するバルブを識別するようにさらに構成されている
；
　監視装置は、無線送信システムを介して、信号に対応するバルブに関連付けられた位置
の変化を検出するためのデバイスに、生成される信号を送信するようにさらに構成されて
いる；
　機器は、電子タブレットをさらに備え、かつ監視装置は、無線送信システムを介して電
子タブレットに生成される信号を送信するようにさらに構成されている；
　機器は、少なくとも1つのインジケータライトをさらに備え、各インジケータランプは
、対応するバルブに関連付けられており、かつ監視デバイスは、生成される信号に対応す
るバルブに関連付けられたインジケータライトに、無線送信システムを介して光信号のイ
ンジケータによる生成のための制御信号を送信するようにさらに構成されている；
　機器は少なくとも1つの拡声器をさらに備え、各拡声器は対応するバルブに関連付けら
れており、かつ監視装置は、無線送信システムを介して、生成される信号に対応するバル
ブで関連付けられた拡声器に、音声信号の拡声器による生成のための制御信号を送信する
ようにさらに構成されている；
　各バルブは、開位置と閉位置の間で回転軸について回転可能であり、かつ位置の変化を
検出するための各デバイスは、回転軸の周りのバルブの角加速度を検出するように構成さ
れた加速度計を備える；
　位置の変化を検出するための各デバイスは、電力供給モジュールと、加速度計によって
検出された角加速度に応じてバルブの位置の変化を決定するように構成された計算モジュ
ールとをさらに備え、電力供給モジュールは、加速度計による角加速度の検出時にのみ計
算モジュールに電気的に電力を供給するように構成されている；
　無線送信システムは、
　位置の変化を検出するための各デバイスにそれぞれが関連付けられた複数の第1の短距
離無線通信モジュールと、
　各第1の無線通信モジュールと監視装置との間のメッセージの無線再送信のための少な
くとも1つのデバイスと
を備え、各再送信デバイスは、
　　各第1の無線通信モジュールと通信するように構成された第2の短距離無線通信モジュ
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ールと、
　　監視装置と通信するように構成された第3の長距離無線通信モジュールと
を備える；
　少なくとも1つの再送信デバイスは、光源の電気的な電力供給ネットワークを介したそ
の電力供給のためのベース形状の電気コネクタをさらに備える；
　各第3の長距離無線通信モジュールは、1GHz未満、好ましくは700MHzと1GHzとの間、よ
り好ましくは870MHz±10％に等しい周波数で信号を送信および/または受信するように構
成されている。
【００１５】
　本発明はまた、複数のバルブと、バルブ監視機器とを備えた油圧回路に関し、各バルブ
は、開位置と閉位置との間で可動であり、当該機器は上記で定義したものである。
【００１６】
　本発明はまた、各バルブが開位置と閉位置との間で可動である油圧回路のバルブを監視
するための方法に関し、
　方法はコンピュータによって実施され、かつ
　位置の変化を検出するための電子デバイスによって送信されたメッセージを取得するス
テップであって、位置の変化を検出するための各デバイスは、それぞれのバルブと関連付
けられており、かつその開位置とその閉位置との間のバルブの位置の変化を検出するよう
に構成され、各メッセージは、対応するバルブの位置に関する情報を含む、ステップ
を含み、
　方法は、
　取得されたメッセージからバルブ位置の連続的な変更のシーケンスを計算するステップ
と、
　計算されたシーケンスを予め定義されたシーケンスと比較するステップと、
　計算されたシーケンスと予め定義されたシーケンスとの間の比較に応じて信号を生成す
るステップと
をさらに含む。
【００１７】
　本発明はまた、コンピュータによって実行されると、上記で定義したような監視方法を
実施するソフトウェア命令を含むコンピュータプログラム製品に関する。
【００１８】
　本発明のこれらの特徴および利点は、非限定的な例のみによって与えられ、添付図面を
参照して以下の説明を読むことによって明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係る油圧回路の電子バルブ監視機器の概略図を示す。
【図２】図1の油圧回路のバルブを監視するための本発明に係る方法のフローチャートを
示す。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図1では、油圧回路10は、複数のバルブ11と、バルブ11を監視するための電子機器12と
を備えている。図面の明瞭化のために、単一のバルブ11が図1に示されている。
【００２１】
　各バルブ11は、パイプ13に関連付けられ、パイプ13内の流体の循環に対応する開位置と
、パイプ13内の流体循環の非存在に対応する閉位置との間で可動である。
【００２２】
　各バルブ11は、好ましくは、その開位置とその閉位置との間の回転軸Xについて回転可
能である。
【００２３】
　各バルブ11は、その開位置と閉位置との間で操作するための制御ホイール14を備えてい
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る。
【００２４】
　監視機器12は、それぞれがそれぞれのバルブ11に関連し、バルブ11の開位置とその閉位
置との間のその位置の変化を検出するように構成された位置の変化を検出するための複数
の電子デバイスを備える。図面の明瞭化のために、図1は、位置の変化を検出するための
単一の装置16を示す。
【００２５】
　監視機器12はまた、油圧回路のバルブ11を監視するための少なくとも1つの電子装置18
と、位置の変化を監視するための各デバイス16と監視装置18との間のメッセージの無線送
信のためのシステム20とを備える。図1の例では、監視機器12は、無線送信システム20に
それぞれ接続された2つの監視装置18を備える。
【００２６】
　さらに任意選択として、監視機器12は、例えばバルブ11の操作を担当するオペレータに
よって使用されるように意図された電子タブレット24をさらに備える。
【００２７】
　さらに任意選択として、監視機器12は、図示されていない少なくとも1つのインジケー
タライトを備え、各インジケータライトは、対応するバルブ11に関連付けられている。
【００２８】
　代わりに、または任意選択で加えて、監視機器12は、少なくとも1つの拡声器(図示せず
)をさらに備え、各拡声器は対応するバルブ11に関連付けられている。
【００２９】
　位置の変化を検出するための各デバイス16は、バルブ11の開位置と閉位置との間の対応
するバルブ11の動きを検出するように構成されたセンサを備える。センサは、例えば、回
転軸Xの周りのバルブ11の角加速度を検出するように構成された加速度計26である。
【００３０】
　位置の変化を検出するための各デバイス16は、電力供給モジュール28と、センサによっ
て検出された動きに応じて、例えば加速度計26によって検出された角加速度に従って、関
連付けられたバルブ11の位置の変化を決定するように構成された計算モジュール30とをさ
らに備える。好ましくは、電力供給モジュール28は、センサによる動きの検出の場合にの
み、例えば、加速度計26による角加速度の検出の場合にのみ、計算モジュール30に電気的
に電力を供給するように構成されている。加速度計26は、バルブ11の任意の角加速度を検
出するために、規則的に、例えば10分の1秒毎に再活性化するようにさらに構成されてい
る。
【００３１】
　位置の変化を検出するための各デバイス16は、内部に加速度計26、電力供給モジュール
28および計算モジュール30のようなセンサが配置された筐体32を備える。筐体32は、例え
ばバルブの制御ホイール14に取り付けられている。
【００３２】
　各監視装置18は、例えば、メモリ36およびメモリ36に関連付けられたプロセッサ38の形
態の情報処理ユニット34を備える。
【００３３】
　さらに、任意選択で、各監視装置18は、表示画面40と、キーボード42などのデータ入力
手段とを備える。
【００３４】
　各監視装置18は、無線送信システム20を介して位置の変化を検出するためのデバイス16
から受信されたメッセージからバルブ11位置の連続的な変化のシーケンスを計算し、次い
で計算されたシーケンスを予め定義されたシーケンスと比較し、それに応じて、計算され
たシーケンスと予め定義されたシーケンスとの間の比較に基づいて信号を生成するように
構成されている。
【００３５】
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　さらに、任意選択で、各監視装置18は、生成される信号に対応するバルブ11を識別する
ようにさらに構成されている。
【００３６】
　また、さらに、任意選択で、各監視装置18は、信号に対応するバルブ11に関連付けられ
た位置の変化を検出するためのデバイス16に、生成される信号を、無線送信システム20を
介して送信するようにさらに構成されている。
【００３７】
　さらに任意選択の追加として、監視機器12が電子タブレット24を備えるとき、各監視装
置18は、生成される信号を、無線送信システム20を介して電子タブレット24に送信するよ
うにさらに構成されている。
【００３８】
　さらに任意選択の補足として、監視機器12が少なくとも1つのインジケータライトを備
えるとき、各監視装置18は、無線送信システム20を介して、生成される信号に対応するバ
ルブ11に関連付けられたインジケータライトに、ライトインジケータによる光信号の生成
のための制御信号を、送信するようにさらに構成されている。
【００３９】
　さらに任意選択の追加として、監視機器12が少なくとも1つの拡声器を備えるとき、各
監視装置18は、無線送信システム20を介して、生成される信号に対応するバルブ11に関連
付けられた拡声器に、音声信号の拡声器による生成のための制御信号を送信するようにさ
らに構成されている。
【００４０】
　実施例として、メモリ36は、無線送信システム20を介して位置の変化を検出するための
デバイス16から受信されたメッセージからバルブ11の位置の連続的な変化のシーケンスを
計算するためのソフトウェア44を記憶するように構成されている。また、メモリ36は、計
算されたシーケンスを予め定義されたシーケンスと比較するためのソフトウェア46と、計
算されたシーケンスと予め定義されたシーケンスとの間の比較に応じて信号を生成するた
めのソフトウェア48を記憶するように構成されている。
【００４１】
　さらに任意選択で、メモリ36は、生成される信号に対応するバルブ11を識別するための
ソフトウェアを記憶するように構成されている。
【００４２】
　さらに任意選択の追加として、メモリ36は、信号に対応するバルブ11に関連付けられた
位置の変化を検出するためのデバイス16に、生成される信号を、無線送信システム20を用
いて送信するためのソフトウェア52を記憶するように構成されている。
【００４３】
　プロセッサ38は、ソフトウェアプログラム44,46,48,50,52の各々を実行することができ
る。
【００４４】
　プロセッサ38によって実行されると、計算ソフトウェア44、比較ソフトウェア46、生成
ソフトウェア48、必要に応じて、識別ソフトウェア50、および送信ソフトウェア52は、そ
れぞれ、位置の変化を検出するためのデバイスから受信されたメッセージからバルブ11の
位置の連続的な変化のシーケンスを計算するように構成された計算モジュールと、計算さ
れたシーケンスを予め定義されたシーケンスと比較するように構成された比較モジュール
と、計算されたシーケンスと予め定義されたシーケンスとの間の比較に応じて信号を生成
するように構成された生成モジュールと、必要に応じて、生成される信号に対応するバル
ブ11を識別するように構成された識別モジュールと、無線送信システム20を用いて生成さ
れる信号を送信するように構成された送信モジュールとを形成する。
【００４５】
　さらに、任意選択で、プロセッサ38によって実行される例えば送信ソフトウェア52によ
って形成される送信モジュールは、生成される信号を電子タブレット24に送信し、かつ/
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または、制御信号を、インジケータによる光信号の生成のための生成される信号に対応す
るバルブ11で関連付けられたインジケータライトに送信し、かつ/または、音声信号の拡
声器による生成のための制御信号を、生成される信号に対応するバルブ11に関連付けられ
た拡声器に送信するように構成されている。
【００４６】
　変形例として、計算モジュール、比較モジュール、生成モジュール、および適用可能で
あれば識別モジュール、および送信モジュールは、FPGA(Field-Programmable Gate Array
)のようなプログラマブルロジックコンポーネントの形態で、またはASIC(Application-Sp
ecific Integrated Circuit)のような専用の集積回路の形態で実施される。
【００４７】
　生成される信号は、例えば、計算されたシーケンスと予め定義されたシーケンスとの間
の差異が検出されたときの警告信号である。
【００４８】
　代替的または追加的に、生成される信号は、予め定義されたシーケンスに従って操作さ
れるべき次のバルブ11を示す操作信号である。当業者は、生成モジュールが、計算された
シーケンスと予め定義されたシーケンスとの間の比較から生じる1つ以上の信号、すなわ
ち警告信号および/または操作信号を生成するように構成されていることを理解するであ
ろう。
【００４９】
　無線送信システム20は、複数の第1の短距離無線通信モジュール60を備え、各第1のモジ
ュール60は、位置の変化を検出するための各デバイス16に関連付けられている。図1の実
施例では、第1の通信モジュール60は、位置の変化を検出するための関連デバイス16の筐
体32内に配置される。
【００５０】
　無線送信システム20は、各第1の無線通信モジュール60と監視装置18との間のメッセー
ジの再送信のための少なくとも1つのデバイス62をさらに備える。
【００５１】
　図1の実施例では、監視装置18は、ローカルエリアネットワークなどのネットワーク64
、例えば無線ローカルエリアネットワーク(WLAN)、すなわちIEEE802.11に準拠したネット
ワーク、すなわち、Wi-Fiネットワークにそれぞれ接続される。
【００５２】
　さらに、任意選択で、無線送信システム20は、再送信デバイス62とネットワーク64との
間の通信のためのゲートウェイ66をさらに備える。
【００５３】
　各再送信デバイス62は、リピータとも呼ばれる。各再送信デバイス62は、短距離無線リ
ンク70を介して各第1の無線通信モジュール60と通信するように構成された第2の短距離無
線通信モジュール68と、長距離無線リンク74を介して監視装置18と通信するように構成さ
れた第3の長距離無線通信モジュール72とを備える。
【００５４】
　変形例では、第3の無線通信モジュール72および無線リンク74は、高透過無線通信モジ
ュールおよび高透過無線リンクを形成する。
【００５５】
　「短距離」とは、一般に、数メートルまたは数十メートル程度の距離などの、100m未満
の距離を意味する。
【００５６】
　「長距離」とは、一般に、100mを超える距離を意味し、長距離無線リンク74は、第2の
無線通信モジュール68およびゲートウェイ66などの100m以上離れた2つの要素を接続する
ことができると理解されるが、実際には、これらの2つの要素が常にそのような距離だけ
離れているとは限らない。
【００５７】
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　「高透過」とは、数十センチメートルの厚さの厚い壁または鉄筋コンクリート壁などの
電波の送信を容易にしない壁を透過する能力を意味する。
【００５８】
　さらに、任意選択で、少なくとも1つの再送信デバイス62は、電気的な電力供給を介し
て光源のネットワークに電力供給するためのベース形状の電気コネクタ(図示せず)をさら
に備える。
【００５９】
　さらに、任意選択で、監視機器12が電子タブレット24も備えるとき、タブレット24は、
一方では、対応する短距離無線リンク70を介して第1の無線通信モジュール60に、他方で
は、別の短距離無線リンク70を介して第2の無線通信モジュール68に接続されるように構
成されている。
【００６０】
　各短距離無線リンク70は、例えばBluetooth(登録商標)規格とも呼ばれるIEEE802.15.1
に準拠しており、好ましくはBLEまたはBluetooth(登録商標)4.0とも呼ばれるBluetooth(
登録商標) Low Energy規格にも準拠している。第1および第2の無線通信モジュール60、68
、および適用可能であれば電子タブレット24は、IEEE802.15.1、より好ましくはBLEに準
拠する。
【００６１】
　変形例では、各短距離無線リンク70は、Wi-Fi規格としても知られているIEEE802.11に
準拠しており、第1および第2の無線通信モジュール60,68、および適用可能であれば電子
タブレット24は、IEEE802.11に準拠する。
【００６２】
　さらなる変形例として、各短距離無線リンク70はRFIDタイプであり、従って、第1およ
び第2の無線通信モジュール60、68および適用可能であれば電子タブレット24は、RFIDタ
イプである。
【００６３】
　別の変形では、各短距離無線リンク70は、好ましくは2.4GHz±10％のLPWAN(Low Power 
Wide Area Network)である。従って、第1および第2の無線通信モジュール60,68および適
用可能であれば電子タブレット24は、LPWANタイプである。このようなLPWAN接続は、第1
および第2の無線通信モジュール60,68および適用可能であれば電子タブレット24の低電力
消費を達成するという利点を有する。
【００６４】
　変形例では、長距離無線リンク74は、長距離通信またはコンクリートを通す高透過可能
な、好ましくは700MHzと1GHzとの間、より好ましくは870MHz±10％に等しい、好ましくは
無線リンク、より好ましくは、サブGHz無線リンクである。従って、第3の無線通信モジュ
ール72およびこれに接続されたゲートウェイ66または監視装置18などの機器は、サブGHz
タイプである。
【００６５】
　変形例では、長距離無線リンク74は、超狭帯域無線(UNB)リンクであり、このリンクの
周波数帯域は125kHz未満の幅を有する。従って、第3の無線通信モジュール72およびこれ
に接続されたゲートウェイ66または監視装置18などの機器は、UNBタイプである。
【００６６】
　変形例では、長距離無線リンク74は、IEEE802.11に準拠する。第3の無線通信モジュー
ル72およびこれに接続されたゲートウェイ66または監視装置18などの機器は、IEEE802.11
に準拠する。
【００６７】
　別の変形例では、無線リンク74は、好ましくは2.4GHz±10％のLPWAN(Low Power Wide A
rea Network)リンクであり、無線リンク74は高透過リンクである。従って、第3の無線通
信モジュール72およびこれに接続されたゲートウェイ66または監視装置18などの機器は、
LPWANタイプである。
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【００６８】
　各無線リンク70,74は双方向性であり、監視装置18または電子タブレット24との位置の
変化を検出するための各デバイス16からの通信を可能にし、その逆も、すなわち、生成さ
れる信号を送信するために、位置の変化を検出するためのデバイス16、および/または電
子タブレット24、および/またはインジケータライトおよび/または拡声器に、監視装置18
から通信可能でもある。
【００６９】
　次いで、本発明に係る監視機器12の操作を、油圧回路10のバルブ11を監視するための、
本発明による方法のフローチャートを表す図2を参照して説明する。
【００７０】
　この監視方法は、各監視装置18によって実現されるように構成されている。
【００７１】
　最初のステップ100において、計算ソフトウェア44は、位置の変化を検出するために異
なる電子デバイス16によって送信されたメッセージを取得し、各メッセージは、対応する
バルブ11の位置の変化に関する情報を含む。
【００７２】
　次いで、計算ソフトウェア44は、次のステップ110において、取得されたメッセージか
らバルブ位置11の連続的な変化のシーケンスを計算し、各メッセージは、バルブの位置の
変化に関する情報だけでなく、位置の各変化に関連する日付も含み、従って、計算ソフト
ウェア44は、位置の様々な変化の間の年表を定義することができる。
【００７３】
　次いで、ステップ120において、比較ソフトウェア46は、計算ソフトウェア44によって
計算されたシーケンスを予め定義されたシーケンスと比較し、ステップ130において、生
成ソフトウェア48は、ステップ120において行われた比較から生じる信号、すなわち計算
されたシーケンスと予め定義されたシーケンスとの間の比較に基づく信号を生成する。
【００７４】
　計算されたシーケンスと予め定義されたシーケンスとの間の差異を検出する場合、生成
ソフトウェア48によって生成される信号は、オペレータにこのインシデントを警告するた
めの警告信号であるので、彼はそれを迅速に修正することができる。
【００７５】
　このステップ130の間に、生成ソフトウェア48は、オペレータによって実行される次の
操作、すなわち、予め定義されたシーケンスに従って操作される次のバルブ11を指示する
操作信号を生成することもできる。言い換えれば、生成ソフトウェア48は、計算されたシ
ーケンスと、予め定義されたシーケンスとの間の比較ソフトウェア46によってなされる比
較に基づいて、操作される次のバルブ11を予測するように構成されている。
【００７６】
　上述のように、様々な相補的手段は、生成される信号をオペレータに知らせることを意
図している。生成される信号は、例えば、電子タブレット24、および/または、信号に対
応するバルブ11に関連付けられた位置の変化を検出するためのデバイス16に表示される。
【００７７】
　代替的に、または任意選択で加えて、監視機器12が少なくとも1つのインジケータライ
トまたは少なくとも1つの拡声器を備えるとき、オペレータは、インジケータによって放
射される光信号の形態で、および/または、拡声器によって放射される可聴信号の形態で
、生成される信号を知らされる。
【００７８】
　従って、本発明による監視機器12および監視方法は、信号または複数の信号、バルブ位
置の連続的な変更のシーケンスと予め定義されたシーケンスとの間の差異の検出をオペレ
ータに知らせることを意図した警告信号、および/または操作される次のバルブをより容
易に示し、エラーのリスクを制限することを意図した操作信号の生成によって、バルブ11
がオペレータによって操作されるときのインシデントの危険を制限することによって、油
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圧回路10の監視を改善することを可能にすることが考えられる。
【符号の説明】
【００７９】
１０　油圧回路
１１　複数のバルブ
１２　監視機器
１３　パイプ
１４　制御ホイール
１６　電子デバイス
１８　監視装置
２０　無線送信システム
２４　電子タブレット
２６　加速度計
２８　電力供給モジュール
３０　計算モジュール
３２　筐体
３４　情報処理ユニット
３６　メモリ
３８　プロセッサ
４０　表示画面
４２　キーボード
４４　計算ソフトウェア
４６　比較ソフトウェア
４８　生成ソフトウェア
５０　識別ソフトウェア
５２　送信ソフトウェア
６０　通信モジュール
６２　再送信デバイス
６４　ネットワーク
６６　ゲートウェイ
６８　短距離無線通信モジュール
７０　短距離無線リンク
７２　長距離無線通信モジュール
７４　長距離無線リンク
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